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2 会長挨拶

3 来賓祝辞

4 議長選出

5 議事録署名人及び書記指名

6 議  事

7 閉  会

令和４年度 定時総会議案

第 1 号議案   令和 3 年度事業報告及び決算承認に関する件

第 2 号議案   役員の選任に関する件



総 会 に 対 す る 会 長 の 提 出 書

公益社団法人福岡県畜産協会定款第 12条の規定に基づき令和 3 年 4 月 1 日から令和 4

年 3 月 31 日までの事業報告及び貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録の承認に関

する件及び役員の選任に関する件を別紙のとおり提出します。

令和 4 年 6月 27 日

                       公益社団法人福岡県畜産協会

                        会 長   藏 内 勇 夫



  

自 衛 防 疫 推 進 功 労 者 表 彰 に つ い て

永年、本協会の指定獣医師として、家畜予防接種業務に従事され、

自衛防疫推進に貢献された下記の方に感謝状及び記念品を贈呈し、表

彰する。

記

田 中 寿 之 先生



第１号議案

令和３年度事業報告及び決算承認に関する件



令和３年度事業報告

1 概 要

長引く新型コロナウイルス感染症の影響で疲弊していた我が国の経済ですが、令和 3 年度

に入り、景気は持ち直してきたものの、依然として新型コロナウイルス感染拡大等による下

振れのリスクを抱えていることに加え、年明けに世界を震撼させたロシアのウクライナ侵攻

という暴挙により国内経済への影響が懸念されており、令和 3 年度の実質国内総生産（GDP）

は 2.6％のプラス成長が見込まれていましたが、下方修正を余儀なくされています。

このような中、令和 3 年 4 月に農林水産省の省庁再編があり 20 年ぶりに畜産局が復活しま

した。この 20 年間で我が国の畜産の総生産額は 2.4 兆円から 3.2 兆円に大幅に伸びるととも

に、農業全体に占める割合も 27％から 36％に拡大し、農業生産全体が伸び悩むなかで畜産は

大きく伸びてきました。また、牛肉をはじめとした畜産物の輸出も令和 2 年には約 600 億円

と 8 年連続の増加で、日本の畜産物は高品質を売りとして着実に世界のマーケットの中で存

在感を増しており、今後も更なる成長が期待されています。このような動きが 20 年ぶりの畜

産局復活につながったものと思われます。

畜産情勢については、令和 3 年度はコロナ禍の中でしたが、経済活動が再開されたことで

世界的に穀物需要が高まって輸入飼料価格が高騰し、畜種を問わず畜産農家の経営を圧迫し

ました。個別では、好調な生産が続いていた生乳は、業務用需要の低迷等で需給バランスが崩

れ、昨年末には大量の廃棄乳の発生が危惧されましたが、生産者、乳業者一体となった需給対

策により年末年始の廃棄乳の発生は回避されました。一方、牛肉をはじめ豚肉・鶏肉・鶏卵に

ついては、市場価格が概ね新型コロナ発生前の水準まで戻り、巣ごもり需要にも支えられて

順調に推移しました。

家畜衛生については、豚熱(CSF)が令和 3 年度に入っても続発しました。豚熱は平成 30 年

に岐阜県で発生して以降、野生のイノシシを介して感染が拡大しているとみられており、対

策を講じていますが未だに散発的な発生がみられます。幸い、九州地域においては発生の報

告はありませんが、山口県や広島県の野生イノシシの感染が確認されており、厳重な警戒が

必要です。また、高病原性鳥インフルエンザ(HPAI)については、令和 2 年度に本県での発生

も含め全国で大発生し、養鶏産業に大きな影響を与えました。令和 3 年度も渡り鳥の飛来す

る 11 月に秋田県で発生が確認され、前年のような大発生ではありませんでしたが、九州にお

いても鹿児島県や隣の熊本県で発生しました。本病については、これからも渡り鳥のシーズ

ン中は、全国どこで発生してもおかしくないと想定した対応が必要です。

以上のように多くの課題を抱える中、当協会は国・県・中央団体の各種補助事業及び受託事

業に積極的に取り組むとともに、会員並びに関係機関、団体の協力を得ながら経営診断など

による畜産経営及び生産技術の支援・指導、畜産経営安定対策、家畜自衛防疫等の推進、安

全・安心な畜産物の供給など、本県の畜産振興に努めました。



２ 事業の推進

Ⅰ 会 議

1 監事監査（令和 3 年 5 月 24 日（水） 福岡県自治会館 102 会議室）

2 第 1 回理事会（令和 3 年 6 月 7 日（月） 書面による理事会）

（1）令和 2 年度事業報告及び決算承認に関する件

（2）役員の補選に関する件

（3）令和 3 年度定時総会の日程承認に関する件

（職務執行状況報告を併せて行った。）

3 定時総会（令和 3 年 6 月 23 日（水） 書面による総会）

（1）令和 2 年度事業報告及び決算承認に関する件

（2）役員の補選に関する件

4 第 2 回理事会（令和 3 年 8 月 27 日（金） 福岡県自治会館 101 会議室）

（1）役員の補選に関する件

（職務執行状況報告を併せて行った。）

5 第 1 回臨時総会（令和 3 年 10 月 6 日（水） 書面による総会）

（1）役員の補選に関する件

6 第 3 回理事会（令和 4 年 2 月 28 日（月） 博多サンヒルズホテル 扇寿の間）

（1）令和 3 年度補正予算書に関する件

（2）令和 4 年度事業計画書及び収支予算書並びに会費の賦課及び徴収時期承認に関する

件

（3）会員の加入に関する件

  （4）令和 4 年度予防接種事業に係る手数料の改定に関する件

  （5）家畜畜産物衛生指導事業業務方法書第 11 条に基づく指定獣医師の委嘱に関する件

（6）畜産経営の安定に関する法律施行規則第 4 条第 3 号に基づく農林水産大臣が指定す

る者の指定申請に関する件

（7）肉用牛肥育経営安定制度に係る事務委託先の追加に関する件

（8）肉用子牛生産者補給金制度における事務委託先の追加に関する件

（9）福岡県畜産協会就業規則の一部改正に関する件

（10）役員退任慰労金（非常勤役員）に関する件



  （11）令和 3 年度臨時総会に関する件

（職務執行状況報告を併せて行った。）

7 第 2 回臨時総会 （令和 4 年 3 月 18 日（金） 福岡県自治会館 101 会議室）

（1）令和 3 年度補正予算書に関する件

（2）令和 4 年度事業計画書及び収支予算書並びに会費の賦課及び徴収時期承認に関する

件



Ⅱ 事業の実施

ⅰ 国等の補助事業を通じて、畜産経営の安定と国民生活に不可欠な畜産物の安定

供給に資する事業

１ 肉用子牛生産者補給金制度（農畜産業振興機構）

牛肉の輸入自由化に適切に対処して、国内における肉用牛生産の存立を確保するために

は、牛肉資源の再生産の役割を担う肉用牛繁殖経営の安定化を図ることが必要である。

そのため、肉用子牛価格の異常低落時、肉用子牛の平均売買価格が保証基準価格を下回

った場合に肉用子牛の生産者に対して補給金を交付する。今期は令和2年度第4四半期にお

いて「その他肉専用種」の発動があったものの、交付実績はなかった。

生産者補給金の交付実績

人数

（人）

頭数

（頭）

単価

（円／頭）

交付金額

（円）

黒毛和種 - - - -

その他肉専用種 0 0 22,700 0

乳用種 - - - -

交雑種 - - - -

合計 0 0 - 0

黒毛和種 - - - -

その他肉専用種 - - - -

乳用種 - - - -

交雑種 - - - -

合計 0 0 - 0

黒毛和種 - - - -

その他肉専用種 - - - -

乳用種 - - - -

交雑種 - - - -

合計 0 0 - 0

黒毛和種 - - - -

その他肉専用種 - - - -

乳用種 - - - -

交雑種 - - - -

合計 0 0 - 0

黒毛和種 0 0 - 0

その他肉専用種 0 0 - 0

乳用種 0 0 - 0

交雑種 0 0 - 0

合計 0 0 - 0

令和３年度
合計

区分 品種区分
交付対象 補給金

令和２年度
第4四半期

令和３年度
第1四半期

令和３年度
第2四半期

令和３年度

第3四半期



生産者積立金造成内訳

生産者 県 機構

1/1～12/31

新規

1/1～12/31

新規

1/1～12/31

新規

1/1～12/31

新規

合計
1/1～
    12/31
新規

2,134 － 8,396,000 2,099,000 2,099,000 4,198,000

（単位：頭、円）

その他
肉専用種

乳用種

交雑種

負担区分
品種区分 区分 契約頭数 積立単価 積立所要額

黒毛和種

0

694

858

582 1,600 931,200

18,800 0

232,800

0

6,800 4,719,200

3,200 2,745,600

1,179,800

686,400

232,800 465,600

0

1,179,800

686,400

0

2,359,600

1,372,800

（1）肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業（農畜産業振興機構）

   （決算額：3,744,737円）

本制度の適正かつ円滑な実施体制の確保を図るとともに、補給金の交付事務が的確に

推進されるように努めた。事務委託先及び生産者に対する調査・指導及び新統一電算シ

ステムによる的確かつ迅速な事務処理の推進に努めた。

（2）指定協会運営体制支援事業（農畜産業振興機構）   （決算額：7,980,000円）

指定協会の運営は運営特別基金の果実をもとに、その運営にあたってきたところであ

るが、基金を造成した当時に比べ市中金利の低下により運用益が著しく減少し、厳しい

財政状況にあることから、本事業の支援により運営体制の強化を図った。

２ 肉用牛経営安定対策補完事業（農畜産業振興機構）  （決算額：3,582,350 円）

肉用牛生産は小規模・高齢者層などの離農により、生産基盤が脆弱化しているため、中

核的担い手が優良繁殖雌牛を増頭するなど、今後の肉用牛生産基盤の安定を図る取り組み

に対し補助し、もって肉用牛生産の振興に努めた。



３ 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業のうち生産基盤拡大加速化事業(肉用

牛)に係る業務委託事業（全国肉用牛振興基金協会） (決算額：712,900円)

輸出の拡大に向けて和牛の増産を推進するため、畜産クラスター計画に基づき、優良な繁殖

雌牛を増頭し、輸出に適した和牛の増産を行った畜産クラスター協議会に対して支援を行った。

４ 肉用牛肥育経営安定交付金制度委託業務（農畜産業振興機構）     

（決算額：8,073,000円）

畜産経営の安定に関する法律第3条1項の規定に基づき、標準的販売価格が標準的生産費

を下回った場合に、肉用牛の生産者に対し、経営に及ぼす影響の緩和を図るため、農畜産

業振興機構から交付された交付金の交付及び契約生産者負担金をもって造成した肥育安定

基金から肥育牛補塡金の交付を行った。

交付金及び肥育牛補塡金交付実績

人数
（人）

頭数
（頭）

単価
（円／頭）

交付額
（円）

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 422,584

肥育牛補塡金 - 140,857

交付額計 3,353.8 563,441

交付金 - 401,063

肥育牛補塡金 - 133,688

交付額計 3,495.1 534,751

交付金 - 823,647

肥育牛補塡金 - 274,545

交付額計 - 1,098,192

肥育牛補塡金

令和２年度

1月期

肉専用種 0 0

交雑種 19 168

乳用種 7 153

計 26 321

区分 品種区分

交付対象者

（単位：円）
区　　　　分 補助金 備　　　　　　　考

中核的担い手育成増頭推進 2,420,000
事業参加4集団（うち奨励金交付3集団）

奨励金交付対象頭数　26頭

肉用牛振興推進指導 1,162,350
農協等に対する事業推進上の調査及び指

導

合　　　　計 3,582,350



交付金 - 6,799,253

肥育牛補塡金 - 2,266,424

交付額計 22,004.1 9,065,677

交付金 - 10,276,428

肥育牛補塡金 - 3,425,486

交付額計 82,541.7 13,701,914

交付金 - 6,327,144

肥育牛補塡金 - 2,109,052

交付額計 48,483.9 8,436,196

交付金 - 23,402,825

肥育牛補塡金 - 7,800,962

交付額計 - 31,203,787

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 4,338,723

肥育牛補塡金 - 1,446,248

交付額計 26,658.9 5,784,971

交付金 - 6,425,929

肥育牛補塡金 - 2,141,979

交付額計 54,922.5 8,567,908

交付金 - 10,764,652

肥育牛補塡金 - 3,588,227

交付額計 - 14,352,879

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 4,959,626

肥育牛補塡金 - 1,653,214

交付額計 35,362.8 6,612,840

交付金 - 4,959,626

肥育牛補塡金 - 1,653,214

交付額計 - 6,612,840

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 2,532,270

肥育牛補塡金 - 844,093

交付額計 21,505.5 3,376,363

交付金 - 2,532,270

肥育牛補塡金 - 844,093

交付額計 - 3,376,363

3月期

肉専用種 0 0

交雑種 19 217

2月期

肉専用種 39 412

交雑種 16 166

乳用種 6 174

乳用種 6 156

計 25 373

計 61 752

5月期

肉専用種 0 0

交雑種 0 0

令和3年度

4月期

肉専用種 0 0

交雑種 0 0

乳用種 8 187

乳用種 6 157

計 6 157

計 8 187



交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 4,389,910

肥育牛補塡金 - 1,463,312

交付額計 26,485.2 5,853,222

交付金 - 3,730,743

肥育牛補塡金 - 1,243,583

交付額計 29,786.4 4,974,326

交付金 - 8,120,653

肥育牛補塡金 - 2,706,895

交付額計 - 10,827,548

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 5,900,698

肥育牛補塡金 - 1,966,910

交付額計 40,140.9 7,867,608

交付金 - 3,242,147

肥育牛補塡金 - 1,080,718

交付額計 33,510.6 4,322,865

交付金 - 9,142,845

肥育牛補塡金 - 3,047,628

交付額計 - 12,190,473

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 10,196,105

肥育牛補塡金 - 3,398,710

交付額計 61,515.0 13,594,815

交付金 - 3,003,989

肥育牛補塡金 - 1,001,333

交付額計 29,024.1 4,005,322

交付金 - 13,200,094

肥育牛補塡金 - 4,400,043

交付額計 - 17,600,137

交付金 - 221,722

肥育牛補塡金 - 73,928

交付額計 657.0 295,650

交付金 - 3,150,150

肥育牛補塡金 - 1,050,059

交付額計 20,589.3 4,200,209

交付金 - 2,941,027

肥育牛補塡金 - 980,345

交付額計 35,327.7 3,921,372

交付金 - 6,312,899

肥育牛補塡金 - 2,104,332

交付額計 - 8,417,231

7月期

肉専用種 0 0

交雑種 17 196

6月期

肉専用種 0 0

交雑種 16 221

乳用種 6 167

乳用種 6 129

計 23 325

計 22 388

9月期

肉専用種 38 450

交雑種 16 204

8月期

肉専用種 0 0

交雑種 17 221

乳用種 7 138

乳用種 6 111

計 60 765

計 24 359



交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 3,613,602

肥育牛補塡金 - 1,204,543

交付額計 17,713.8 4,818,145

交付金 - 2,009,774

肥育牛補塡金 - 669,927

交付額計 22,146.3 2,679,701

交付金 - 5,623,376

肥育牛補塡金 - 1,874,470

交付額計 - 7,497,846

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 2,948,248

肥育牛補塡金 - 982,750

交付額計 33,033.6 3,930,998

交付金 - 2,948,248

肥育牛補塡金 - 982,750

交付額計 - 3,930,998

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 3,243,765

肥育牛補塡金 - 1,081,258

交付額計 40,420.8 4,325,023

交付金 - 3,243,765

肥育牛補塡金 - 1,081,258

交付額計 - 4,325,023

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 3,395,607

肥育牛補塡金 - 1,131,871

交付額計 45,274.8 4,527,478

交付金 - 3,395,607

肥育牛補塡金 - 1,131,871

交付額計 - 4,527,478

11月期

肉専用種 0 0

交雑種 0 0

10月期

肉専用種 0 0

交雑種 19 272

乳用種 5

計 6 100

計

121

乳用種 5 119

計 5 119

計 24 393

0 0

交雑種 0 0

乳用種 6 107

乳用種 6 100

6 107

1月期

肉専用種 0 0

交雑種 0 0

12月期

肉専用種



交付金 - 7,020,975

肥育牛補塡金 - 2,340,352

交付額計 - 9,361,327

交付金 - 42,288,200

肥育牛補塡金 - 14,096,125

交付額計 - 56,384,325

交付金 - 45,161,332

肥育牛補塡金 - 15,053,811

交付額計 - 60,215,143

交付金 - 94,470,507

肥育牛補塡金 - 31,490,288

交付額計 - 125,960,795

計 296 4,346

合計

肉専用種 77 862

交雑種 139 1,665

乳用種 80 1,819

５ 肥育牛経営等緊急支援特別対策事業（肥育生産支援事業）に係る都道府県段階

事業推進業務（中央畜産会）    （決算額：1,500,000円）

新型コロナウイルス感染症の影響により、インバウンド需要を含む外食需要が減少し、

牛肉価格が下落しており、肉用牛肥育経営体の経営が悪化している。

このため、中央畜産会からの委託を受け、優良な肥育牛生産など経営体質の強化への取

組に対し、奨励金の交付代行等を行った。

肥育生産支援事業交付実績（令和3年度交付分）
頭数 1,251
交付単価 20,000
金額 25,020,000
頭数 551
交付単価 20,000
金額 11,020,000
頭数 483
交付単価 20,000
金額 9,660,000
頭数 340
交付単価 20,000
金額 6,800,000
事業参加者 144
頭数 2,625
金額 52,500,000

マルキン対象牛以外

合計

交雑種

乳用種

肉専用種
マ
ル
キ
ン
対
象
牛

６ 肥育牛経営改善等緊急対策事業（肥育牛経営等緊急支援特別対策事業）に係る

都道府県段階事業推進業務(中央畜産会)       （決算額：2,633,000円）

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う価格・需要の変動により、肉用牛経営体は、厳し

い状況が続いており、コスト低減等の経営体質の強化等が必要である。

このため、中央畜産会からの委託を受け、優良な肥育牛生産など経営体質の強化への取

組に対し、奨励金の交付代行等を行った。



７ 肉豚経営安定交付金制度に係る連絡調整等受託業務（農畜産業振興機構）

（決算額：32,800円）

農畜産業振興機構が実施する肉豚経営安定交付金制度は、肉豚の標準的販売価格が標準

的生産費を下回った場合に、肉豚の生産者に対して、その差額の9割を交付するものである。

肉豚の経営安定を図る事業を生産者に周知するとともに、適正かつ円滑な事業実施のため

に農畜産業振興機構と連絡調整を図った。

〇制度に関する照会対応

直交者及び関係者からの制度に対する質疑に対し、電話で回答した。

８ 蜜源及び花粉交配実態調査事業（県）              （決算額：179,300円）

蜜蜂の転飼の円滑な推進と養蜂の振興に資するため、蜜源植物の植栽面積と花粉交配の

実態を調査した。

肥育牛経営等緊急支援特別対策事業交付実績
頭数 965
交付単価 20,000
金額 19,300,000
頭数 422
交付単価 20,000
金額 8,440,000
頭数 343
交付単価 20,000
金額 6,860,000
頭数 76
交付単価 20,000
金額 1,520,000
事業参加者 110
頭数 1,806
金額 36,120,000

マルキン対象
牛以外

合計

マ
ル
キ
ン
対
象
牛

肉専用種

交雑種

乳用種



ⅱ 畜産経営及び生産技術支援・指導並びに畜産に対する理解醸成のための事業

１ 畜産経営総合指導事業（県）                       （決算額：1,485,000円）

飼料価格が高騰する中、経営感覚に優れ、生産性の高い畜産経営体を育成するために、

関係機関、団体で畜産コンサルタント団を組織し、経営診断を行い、経営改善及び飼養技

術の向上に努めた。更に、診断後の事後指導にも力を注ぎ、畜産農家の支援を行った。

また、畜産経営情報の提供等により飼養管理技術の向上に取り組み、畜産経営の安定に

努めた。

（1） 指導体制の確立

指導検討会等の開催

区 分 開催回数 構成員数 構成機関 調査・研究・検討内容

生産経営

指導検討会

回

1

人

14

県・関係

機関

・事業実施状況等について

・経営診断結果について

（2） 生産経営技術指導

ア 個別指導

区  分
酪 農

（件）

肉用牛

（件）

養 豚

（件）

繁 殖

（件）

養 鶏

（件）

計

（件）

生産・経営技術改善指導 25 17 1 1 2 46

イ 研修会等の開催

区 分 開催月日 開催

場所

参加

人数

内     容

畜産経営（経

営継承）セミ

ナー

令和3年11月16

日

福岡市 29 畜産経営（経営継承）セミナー

「今こそ農業界の世代交代を～みん

なで事業継承の話をしよう」

（講師：水稲種子農家兼事業継承士

       伊東 悠太郎 氏）

（3） 生産経営技術情報提供

区  分 事 業 内 容 部数 配 布 先

実施事例収録 診断事例集録 130部
県、関係団体、

市町村、農協



２ 畜産経営技術指導推進事業（県）             （決算額：9,542,000円）

本協会の経営技術に関する知識を活用して、県が実施する畜産経営技術向上のための対

策と連携を図りつつ、畜産コンサルタントを設置し、経営技術指導を実施した。

３ 畜産振興補助事業（地方競馬全国協会）           （決算額：11,610,000 円）

畜産経営の支援体制強化を図るため、県の指導機関で構成されるコンサルタント団とと

もに畜産農家の技術及び経営改善に積極的に取り組んだ。また、畜産振興に資する馬事普

及啓発推進体制強化のため地方競馬支援を行い、畜産物の消費拡大・ＰＲに努めた。

更には、地域畜産活性化及び安全かつ安定的な食の提供に資するため、後継者育成に努

めるとともに、県産畜産物消費拡大キャンペーンを開催し、畜産物に対する相互理解を深

めた。

また、関係団体と密接な連携のもと、情報交換、会議の開催等を実施し、県内畜産物の

ブランド化を推進した。

４ 畜産クラスター全国推進事業に係る全国実態調査（中央畜産会）

   （決算額：2,480,000円）

畜産クラスターへの取組を推進するために、酪農経営 26 戸及び肉用牛経営 5 戸を対象に

経営内容を調査し、指標作成による畜産クラスターの中心的な経営体の育成に努めた。

５ 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業）に係る業務委託事

業（中央畜産会） （決算額：2,006,700 円）

畜産クラスター協議会における畜産クラスター計画に位置づけられた中心的な経営体に

対し、収益力の強化等に必要な機械のリース導入を実施するに当たって、畜産関係団体・農

協・協議会等への事業内容の周知を図った。また事業参加要望書を取りまとめ、畜産関係団

体・農協・協議会との連絡調整を行い、畜産クラスター協議会及び中心的経営体に対して支

援を行った。

６ 畜産経営体生産性向上対策事業のうち ICT 化等機械装置等導入事業に係る業務

委託事業（中央畜産会） （決算額：290,156 円）

畜産 ICT 応援会議に参画する畜産農家が労働負担軽減・省力化及び飼養管理技術の高度

化に資する機械装置の導入を実施するに当たって、普及推進業務・事業推進指導・内容確認



業務等を実施し、畜産農家に対して支援を行った。

７ 酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業のうち労働負担軽減事業に係る業

務委託事業（中央畜産会）              （決算額：470,300 円）

楽酪応援会議に参画する酪農経営体に対し、労働負担軽減・省力化及び飼養管理技術の

高度化に資する機械装置導入及び機械装置と一体的な施設整備を実施するに当たって、普

及推進業務等を実施し、楽酪応援会議及び酪農経営体に対して支援を行った。

８ 畜産関係団体調整機能強化事業（中央畜産会） （決算額：1,611,000円）

生産者等からの経営、技術、制度、資金、衛生関係等各種相談に応じるため、総括畜産コ

ンサルタント、畜産コンサルタント、農場HACCP指導員等専門家を活用した畜産経営相談窓

口を設置し、生産者等への助言・指導等を行った。

９ 血統登録情報等データベース作成業務委託事業（県） （決算額：657,800円）

肉用牛ゲノミック評価検査に基づく県内黒毛和種雌牛の血統登録情報のデータベースを

作成した。

10 畜産特別資金等推進指導事業（中央畜産会）     （決算額：2,845,780 円）

畜産経営は、肥育もと牛の高騰及び配合飼料価格の高止まり等により厳しい状況にある。

これらの状況に対処するため、畜産農家に畜産特別資金の貸出し（貸付）が行われている。

貸出しに当たっては、県、関係団体等を構成員とした支援推進協議会を組織し、対象農家

の調査分析、指導並びに融資機関に対する指導、打合せを行い、地域的な諸課題の解決に努

めた。

(1)県支援推進協議会の開催

期  日 出席人数 会議名 協議内容

令和 3 年 9 月 9 日 17 畜産特別資金支援協議会
指導対象農家、指導方針の

決定等



(2)融資機関への指導・助言

融資機関数
助言・指

導回数
指導内容

2 2
事業推進に係る助言指導、農家指導方法等に係る助言

等

(3)経営改善計画作成・見直し及び達成指導

経営改善計画作成指導戸数
指導・助

言員数   
指導回数 指導内容

① 改善計画作成指導戸数 － －
改善計画作成に係る指標等必要

事項等の指導

② 改善計画見直指導戸数

（6 戸）
15 27

改善計画見直しに係る指標等必

要事項の指導

③ 改善計画達成指導

（濃密指導除く。)

（10 戸）

12 14
改善計画達成に係る経営内容の

把握及び助言指導

④ 達成指導のうち濃密指導

（2 戸）
12 12

改善計画達成に係る経営内容の

把握及び助言指導（濃密指導）

(4)借入者の負債の残高等経営改善の進捗状況調査

県内畜産特別資金借受者の期末残高調査等を行った。

(5)借入者の経営改善計画の定期的な実績点検及び調査

実績点検区分
実績点検数 実績点検の主な内容

（上期・年間）

上  期 4 前年計画との比較検討

年  間 4 当年計画との比較検討

(6)畜産特別資金借受者指導に係る研修会

期  日
出席

人数
会議名 協議内容

令和 4 年 3 月 15 日 22 畜産特別資金等推進指導事業に係る研修会

畜特資金等に係る冊

子について、制度改

正について



11 貸付事業指導等事業（畜産近代化リース協会）       （決算額：237,000円）

飼料の生産利用、家畜家きんの飼養管理、家畜畜産物の流通、その他の畜産振興のため

に、（公財）畜産近代化リース協会より生産農家へ貸し付けされた器具・機械の貸付確認

及び適正な利用管理状況について、確認するとともに技術及び経営指導を5件実施した。

12 畜産に関する表彰並びに褒賞の授与

各地区の共進会等に出席して審査並びに褒賞の授与を行った。

№ 共   進   会   名 開催年月日 開  催  場  所

1 令和3年度第1回福岡県肉用牛生産者の会枝肉共励会 令和3年 4月 1日 ＪＡ全農ミートフーズ（株）九州営業本部

2 第11回ちく和会和牛共進会 令和3年 5月25日 筑後農林事務所管内

3 令和3年度第2回福岡県肉用牛生産者の会枝肉共励会 令和3年 7月19日 福岡市中央卸売市場食肉市場

4 第64回福岡県民体育大会兼第60回福岡県馬術選手権大会 令和3年10月17日 福岡県馬術競技場

5 第3回福岡県肉用種牛共進会 令和3年11月13日 福岡県農業大学校グラウンド

6 第48回筑穂牛枝肉共進会 令和3年11月19日 ＪＡ全農ミートフーズ（株）九州営業本部

7 令和3年度福岡県畜産農業協同組合枝肉共進会 令和3年11月29日 福岡市中央卸売市場食肉市場

8 令和3年度第3回福岡県肉用牛生産者の会枝肉共励会 令和3年12月 2日 ＪＡ全農ミートフーズ（株）九州営業本部

9 第53回九州産肉牛枝肉共進会 令和3年12月 6日 福岡市中央卸売市場食肉市場

10 第50回西日本地区豚枝肉共進会 令和3年12月 9日 福岡市中央卸売市場食肉市場



ⅲ 国民生活の安全・安心に資する家畜衛生対策等の推進に関する事業

１ 家畜生産農場衛生対策事業（国）           （決算額：2,071,929円）

生産農場における疾病の清浄化及び発生予防のため、ヨーネ病、BVD対策及び予防接種

による吸血昆虫媒介疾病等の発生予防・流行防止に取り組んだ。

（1）疾病清浄化支援対策

ア ヨーネ病及びBVD（牛ウイルス性下痢）対策

会 議 名 開催年月日 開催場所
参加

人数
主 な 内 容

防疫推進計画検討会

令和3年7月29日
福 岡 県 自

治会館
15

令和2年度事業実績報告

令和3年度事業説明･推進

令和3年8月4日
福 岡 県 自

治会館
13

令和2年度事業実績報告

令和3年度事業説明･推進

イ 自主とう汰に対する支援：該当なし

（2）疾病流行防止支援対策

ア 予防接種推進・計画策定会議

会 議 名 開催年月日 開催場所
参加

人数
主 な 内 容

予防接種推進・

計画策定会議

令和3年7月29日
福 岡 県 自

治会館
15

令和2年度事業実績報告

令和3年度事業説明･推進

令和3年8月4日
福 岡 県 自

治会館
13

令和2年度事業実績報告

令和3年度事業説明･推進

令和4年2月2日
福 岡 県 自

治会館
9

令和3年度事業進捗状況

令和4年度事業実施計画素案

イ 牛異常産予防の予防接種実績は、別紙令和 3 年度予防接種実施状況のとおり。

２ 安全安心な畜産物の生産支援対策事業（県）         （決算額：2,303,000円）

ワクチン接種に係る経費助成による農家負担の軽減及びワクチン接種を目的とした指定

獣医師の往診活動に対する助成を行うことにより、効果的な予防接種の推進による家畜の

疾病発生の減少を図り、もって安全・安心な畜産物の生産支援を行った。



（1）事業推進会議（県域）

会 議 名 開催年月日 開催場所 参加人数 主  な  内  容

事業推進会

議（県域）

令和3年7月29日
福岡県自

治会館
15

令和2年度事業実績報告

令和3年度事業説明･推進

令和4年2月2日
福岡県自

治会館
9

令和3年度事業進捗状況

令和4年度事業実施計画素案

（2）予防接種促進事業（県費補助）

ア 県費補助対象頭数（牛5種・6種混合ワクチン：157円/頭）   8,227頭

          （炭疽ワクチン：42円/頭）       5,714頭

イ 県費補助対象往診件数（1,280円/日）          519件

３ 家畜自衛防疫推進事業（県）          （決算額：16,000,000円）

家畜の所有者が行う自主的な家畜伝染病予防措置を指導推進し、家畜の生産性向上を図

った。

４ 家畜伝染性疾病発生予防事業（予防接種事業）      （決算額：48,278,723円）

国庫補助事業（家畜生産農場清浄化支援対策事業）対象疾病の牛関係3、県費補助事業

対象疾病の牛関係4の他に、本協会独自に牛疾病7、豚疾病12、鶏疾病2の一般疾病予防接

種事業に取り組み、家畜伝染性疾病の発生予防に努めた。

予防接種の実績は、令和 3 年度予防接種実施状況のとおり。

５ 消費・安全対策交付金交付事業（国・県・協会）    （決算額：1,281,000円）

家畜の予防接種を円滑に実施するため、自衛防疫推進班に調査を依頼して予防接種の種

類（ワクチン名）、頭数等を把握し、指定獣医師との連携を密にして家畜防疫を実施した。

また、畜産経営農家向けに｢福岡県家畜衛生だより｣等を発行し、家畜衛生情報の広報を行

った。



(1) 事業推進会議

会 議 名 開催年月日 開 催 場 所 主 な 内 容
出 席

人 数

地

域

推

進

会  

議

福 岡 地 域     － －

5回

令和2年度自衛防疫

事業成績、令和3年度

自衛防疫推進計画他

－

北九州地域
令和3年7月6日 八幡総合庁舎 12

令和3年7月9日 行橋総合庁舎 14

筑 豊 地 域     令和3年7月15日 飯塚普及指導センター 22

両 筑 地 域     令和3年10月29日 朝倉総合庁舎 11

筑 後 地 域     令和3年8月6日 筑後農林事務所 24

獣医

師打

合せ

会議

福 岡 地 域     令和4年3月11日 中央家畜保健衛生所 4回   

令和3年度自衛防疫

事業成績、令和4年

度自衛防疫推進計画

他

7

北 部 地 域     令和4年3月15日 北部家畜保健衛生所 7

両 筑 地 域     令和4年3月17日 両筑家畜保健衛生所 8

筑 後 地 域     令和4年3月17日 筑後家畜保健衛生所 6

合   計       開催回数  9     参加人員   延111               

（2）事業需要等調査                                  

調査年月
予防接種計画票作成調査

自衛防疫推進班：（対象農家）
主な調査内容 調査人員

取りまとめ

人員

令和3年 4月～

  令和4年 3月

20班

（541戸）

ワクチン接種

調査・指導等
延4 延39



（3）広報誌発行

資 料

名
対 象 発行 部数 主 な 内 容 等 備 考

広報誌

｢ 福 岡

県家畜

衛生だ

より」

畜 産 農

家、関係

機関・団

体等

令和3

年9月
1,000

・福岡県飼養衛生管理指導等計画の策定について

・農場に出入りする人、車両の消毒について

・飼養衛生管理マニュアルを作成しましょう

・鳥インフルエンザシーズンを迎えるにあたって衛

生管理のポイント

・豚熱の発生状況及び防疫対策

・家畜防疫互助基金支援事業について

・ワンヘルスについて

・第 3 回福岡県肉用種牛共進会の開催ほか

121号

20頁

令和4

年3月
900

・牛のアルボウイルス感染症血清サーベイランス

結果

・熊本県で発生した HPAI への本県の対応

・飼養衛生管理マニュアルの作成はお済みですか

・豚熱及びアフリカ豚熱の発生状況

・外国人従事者等を雇用している畜産農家におけ

る注意事項について（再掲）

・第 3 回福岡県肉用種牛共進会の開催実績ほか

122号

18頁

注意喚

起用パ

ネル

全 飼 養

者

令和3

年10月
600

特定家畜伝染病等の侵入防止を図るため、農場立

入時の遵守事項パネルを作成・配布

B3版

3色カ

ラー

訪問者

記録簿

牛・豚・

鶏 飼 養

者

令和3

年11月
500 飼養衛生管理基準の遵守啓発のため、作成・配布

A4版

50枚綴

６ 牛疾病検査円滑化推進対策事業（国）           （決算額：4,515,770円）

我が国のＢＳＥの早期根絶と生産者や消費者の安心・信頼を回復するため、死亡牛の円

滑・適正な検査処理体制を確立し、良好な家畜衛生及び環境づくりに取り組んだ。

（1）死亡牛検査処理安定化対策                            （決算額：3,377,000円）

死亡牛の円滑、適正な検査と処理を推進するため、県内で死亡した牛の所有者に対し、

輸送経費と処理経費の助成を行った。



  ○死亡牛検査処理安定化対策実績

区 分 計  画 実  績 区 分 計 画 実 績

支払対象農家(戸) － 延 265 輸送促進費(円)

（輸送促進頭数）

788,000

(266)

632,000

(218)死亡牛補助対象

(頭数)

48か月齢以上

440 366
処理促進費(円)

3,277,500

(437)

2,745,000

(366)

合 計 4,065,500 3,377,000

〇補助単価（円）

区分

輸送補助単価（上限）

化製処理等補助単価（上限）農場から

県内化製場

農場から

県内一時保管施設

大 3,000 2,000 7,500

（注） 大：48か月齢以上の死亡牛

（2）事業推進対策                       （決算額：1,138,770円）

県、畜産団体、生産者、化成業者等からなる協議会を設置し、死亡牛の収集、輸送、処

理、検査の円滑な実施のため協議を行い、生産者、関係団体等に周知徹底を図り、事業推

進に努めた。

○地域推進協議会等の開催

開催年月日 場   所 会 議 内 容
出席

者数

令和3年7月6日 八幡総合庁舎

事業の趣旨及び 3 年度計画の推進、死亡牛の

適正な検査・処理等の現状、牛飼養者への指

導事項と資料の配付など

12

令和3年7月9日 行橋総合庁舎 14

令和3年7月15日 飯塚普及指導C 22

令和3年8月6日 筑後農林事務所 11

令和3年10月29日 朝倉総合庁舎 24

令和4年2月17日 福岡県自治会館 県域協議会、実績報告と計画協議、協力依頼 18

開催回数  6       出席人数 延101

※ 会議は、他事業の地域推進会議等と同時開催した。



７ 家畜防疫互助基金支援事業（農畜産業振興機構・中央畜産会）

（決算額：796,574 円）

口蹄疫、豚熱等「海外悪性家畜伝染病」が発生した場合の生産者の損失軽減のため、生産

者自らが積み立てを行い、焼却・埋却、経営支援を互助補償する仕組みに、国が支援を行う

事業に対しその趣旨・内容の周知を図り、加入促進に努めた。

（注）平成 30 年度～令和 2 年度の 3 か年事業として実施された本事業については、令和 3

年度～令和 5 年度の 3 か年事業として引き続き実施した。

（1）家畜防疫互助等推進事業

ア 推進会議（県域）の開催

開催年月日 開催場所 出席者数 会 議 内 容

令和3年7月29日 福岡県自治会館 15

事業概要

令和2年度事業成績及び令和3年度事業

計画

今後の事業推進方法

イ 地域推進会議等の開催

開催年月日 場   所 出席人数 会 議 内 容

令和3年7月6日 八幡総合庁舎 12 地域協議会及び 3 年度事業推進

令和3年7月9日 行橋総合庁舎 14 〃

令和3年7月15日 飯塚普及指導C 22 〃

令和3年8月6日 筑後農林事務所 11 〃

令和3年10月29日 朝倉総合庁舎 24 〃

合 計 83

※ 会議は、他事業の地域推進会議等と同時開催した。



（2）家畜防疫互助事業・加入契約状況

区 分 家畜の種類

契

約

戸

数

契 約

頭 数

生産者

積立金（円）
加入率

養豚

（企業型）

繁殖用種豚（雄）

繁殖用種豚（雌）

肥育豚

（家族型）

繁殖用種豚（雄）

繁殖用種豚（雌）

肥育豚

12

10

19

4

4

4

6,310

145

62,010

310

15

2,350

2,460,900

56,550

6,821,100

116,250

5,625

246,750

25/44（戸）※

56.8％

71,140/78,416

（頭）※

   90.7％

豚    計 25 71,140 9,707,175

乳牛

・

肉牛

乳牛（2歳以上）

乳牛（2歳未満）

肉専用種繁殖雌牛（2歳以上）

肉専用種繁殖雌牛（2歳未満）及

び肉専用種肥育牛

肉専用種と乳用種の交雑種肥育

牛

乳用種肥育牛

182

175

87

102

28

12

8,746

3,407

2,630

10,218

5,946

2,349

2,142,770

306,630

618,050

1,277,250

564,870

211,410

279/336（戸）※

83.0％

33,296/34,149

（頭）※

   97.5％

牛    計 279 33,296 5,120,980

総    計 304 104,436 14,828,155

※加入率計算の戸数、頭数の分母は、令和3年2月1日現在家畜飼養頭羽数（畜産課調べ）による。

８ 馬飼養衛生管理特別対策事業（中央畜産会）            （決算額：489,282円）

飼養衛生管理に関する知識・技術の普及と啓発を推進するため、馬飼養者・関係者・獣

医師等からなる馬飼養衛生管理体制整備委員会を開催するとともに、馬の飼養衛生管理状

況及び飼養者の感染症に対する意識調査等の地域馬獣医療実態調査を実施した。

また、馬飼養衛生管理技術地方講習会及び馬飼養衛生基礎技術実習を開催した。

（1）地域馬飼養衛生管理体制整備委員会

開催年月日 場 所 出席者数 主 な 協 議 事 項

令和3年

9月7日

福岡県

自治会館
14

馬防疫の一般概況について

令和 2 年度事業実績報告

令和 3 年度事業説明・推進 その他

令和3年

12月7日

福岡県

自治会館
14

令和3年度事業進捗状況

令和 4 年度事業実施計画素案 その他



（2）馬飼養衛生管理技術地方講習会及び馬飼養衛生基礎技術実習

開催年月日 場 所 参加者数 講  師 講 習 内 容

令和3年

12月７日

福岡県

自治会館
27

ＪＲＡ馬事部防疫課

小平和道 先生

いとしま動物クリニック

酒井由紀夫 先生

筑後家畜保健衛生所

廣松理希 先生

馬の飼養衛生管理について

馬臨床実習の報告

馬感染症研究会の報告

（3）地域馬獣医療実態調査

調 査 時 期 調 査 地 域 調査戸数 備  考

令和3年11月1日

～11月30日
福岡県内（9市1町） 20 回答15戸

９ 馬伝染性疾病防疫推進対策事業（中央畜産会）       （決算額:1,177,654円）

馬ワクチン接種の推進に係る検討会を開催するとともに乗用馬等に対する馬インフルエ

ンザワクチン及び馬鼻肺炎ワクチン接種の推進を図った。

（1）馬ワクチン接種等地域推進対策検討会

開催年月日 場  所 出席者数 主 な 検 討 事 項

令和3年9月7日
福岡県

自治会館
14

令和2年度事業実績報告

令和3年度馬事業説明・推進

令和3年12月7日
福岡県

自治会館
14

令和3年度事業進捗状況

令和4年度事業実施計画素案

（2）乗馬等を対象に馬インフルエンザワクチン接種代の補助（1,850円/頭）及び馬鼻肺炎

ワクチン接種代の補助（12,000円/頭）を行った。

馬インフルエンザ接種頭数：203頭、馬鼻肺炎ワクチン接種頭数：2頭



10 家畜防疫・衛生指導対策事業（中央畜産会）       (決算額：3,424,000円)

家畜伝染病の発生予防、まん延防止等を確実かつ効率的なものとするため、地域におけ

る重要な家畜伝染病を対象とした防疫演習を推進すること、並びに家畜畜産物の安全性を

確保するうえで重要な農場HACCP認証に必要な取組を推進することを目的に事業を行った。

１ 地域自衛防疫推進事業

(1) 地域自衛防疫体制推進会議

開催年月日 場 所 出席者数 主 な 協 議 事 項

令和3年7月29日
福岡県

自治会館
15

令和2年度事業実績について

令和3年度事業計画について

令和4年2月2日
福岡県

自治会館
9

地域自衛防疫活動推進について

令和4年度福岡県における自衛防疫体制について

(2) 地域自衛防疫活動推進（防疫演習開催状況）

開催年月日 場 所 参加者数 防 疫 演 習 内 容

令和3年10月11日 筑後市 57 筑後地域特定家畜伝染病防疫演習

令和3年10月19日 糸島市 128 福岡県高病原性鳥インフルエンザ防疫演習

令和3年10月12日 朝倉市 16 両筑地域防疫演習

令和3年10月28日 嘉麻市 82
北九州・筑豊・京築地域高病原性鳥インフルエンザ

防疫演習

２ 地域農場HACCP認証支援事業

（1）普及推進協議会

開催年月日 場 所
出席

者数
主 な 協 議 事 項

令和3年 9月17日
福岡県

自治会館
22

令和3年度事業概要、県内の農場HACCP取組状況

講演「機能する農場HACCP」

共立製薬(株)川原俊介先生

（2）農場HACCP構築指導

肉用牛農場2戸、採卵鶏農場1戸に対し農場HACCP推進会議を概ね毎月1回開催。肉用牛農

場2戸には、HACCPシステム構築にかかる助言指導、認証を取得した採卵鶏農場1戸に対し

ては、内部検証等のフォローアップを実施した。



（参考） 令和３年度予防接種実施状況（家畜伝染性疾病発生予防事業）

北九州 筑豊 計

アカバネ病　　（生） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

牛異常産３混（アカバネ・チュウザン・アイノ）　（不） 1,500 162 54 448 502 0 0 664 664 44.3%

牛異常産４混（アカバネ・チュウザン・アイノ・ピートン）　（不） 8,500 2,156 564 646 1,210 3,800 1,714 8,880 8,880 104.5%

５種混合（ＩＢＲ／ＢＶＤ／ＰＩ／ＲＳ／Ａd)　(生) 1,500 364 3 508 511 202 372 1,449 1,449 96.6%

５種混合（ＩＢＲ／ＢＶＤ２価／ＰＩ／ＲＳ）（不） 5,000 121 64 2,236 2,300 2,541 1,248 6,210 6,210 124.2%

６種混合（ＩＢＲ／ＢＶＤ２価／ＰＩ／ＲＳ／Ａｄ）（生／不） 500 140 0 0 0 428 0 568 568 113.6%

炭疽　（生） 8,000 2,142 545 490 1,035 2,028 512 5,717 5,717 71.5% 71.5%

牛流行熱　（不） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

イバラキ病　　（生） 300 54 0 227 227 13 4 298 298 99.3%

牛流行熱・イバラキ　　（不） 2,000 56 0 84 84 2,039 0 2,179 2,179 109.0%

クロストリジウム5種混合　（不） 100 166 0 1,580 1,580 0 300 2,046 2,046 2046.0%

牛大腸菌性下痢症（イモコリボブ）　（不） 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

牛下痢５混（ロタ３価／コロナ／大腸菌）（不） 2,500 1,355 0 0 0 761 24 2,140 2,140 85.6%

牛ヘモフイルス・ソムナス感染症　（不） 700 408 0 28 28 49 76 561 561 80.1%

豚流行性下痢（ＰＥＤ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚(ＴＧＥ･ＰＥＤ)混合 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚丹毒　（生） 1,500 1,105 0 18 18 0 0 1,123 1,123 74.9%

豚丹毒　（不） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚インフルエンザ・豚丹毒 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚脳炎　(生) 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚脳炎（TC不） 0 0 0 18 18 0 0 18 18 0.0%

豚脳炎・パルボ混合　（生） 700 532 0 0 0 128 0 660 660 94.3%

豚パルボウイルス感染症　(生) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚パルボウイルス感染症　(不) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚萎縮性鼻炎／パスツレラ混合ＡＲT2(母)（不） 170 0 0 0 0 165 0 165 165 97.1%

豚繁殖・呼吸器障害（PRRS）予防注射 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

ＮＤワクチン　　ＭＥＴ９５・ノビリス　（生） 100 25 3 22 25 41 6 97 97 97.0%

ND+ＩB　（生） 10 4 3 0 3 0 11 18 18 180.0%

0 0.0%

36.0%50

0

事業 予防接種名

県

費

補
助

国

庫

補
助

筑後

7,000 117.5%

計画頭数 両筑 累　計 出来高福岡 合計

95.4%



ⅳ その他

１ 書籍販売事業                                      （決算額：13,116円）

畜産に関する知識、技術の普及及び情報を提供するため、畜産経営体、指導者に中央畜

産会が作成、販売する畜産専門書「畜産コンサルタント誌」を斡旋販売した。

   

２ 和牛登録事業                              (決算額：18,543,756 円）

公益社団法人全国和牛登録協会の委託を受け、和牛の登録・育種改良に資するため、登

記・登録及び移動・検査等を行った。

区        分 件 数

年度会費 178

子牛登記 2,940

再交付・書換 9

高等登録（雌） 12

基本・本原登録（雌） 389

移動 243

遺伝子型検査 695

遺伝子型検査（再交付） 12



事業報告書 付属明細書

付属明細書に記載する事項は特にありません。
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 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
 

  
  

  



  

 
  

  
  

  
  

 
  

 
  

  
 

  
 

  
  

  
 

 
 

 
  

 
 

 
  

  
  

 

 

  
  

 
 

  
 

  
 

 

 
  

  
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 


  
  

 
 

 

 
 

 
 

 
  

  

 




       

    

       

       

       

       

       

      

       

       

       

       

       

       

      





第２号議案

役員の選任に関する件



          役員の選任に関する件

公益社団法人福岡県畜産協会 役員候補者名簿

   【役員任期】 2年 （令和4年度～5年度）

   【役員定数】(理事）16名～18名 (監事）2名～3名

役 員 名 氏   名  出 身 団 体 名 団 体 役 職 名

理  事 藏 内 勇 夫 公益社団法人福岡県獣医師会 名誉会長

理  事 乗 富 幸 雄
福岡県農業協同組合中央会

全国農業協同組合連合会 福岡県本部

会 長

運営委員会会長

理  事 尾 形  文 清 ふくおか県酪農業協同組合 顧 問

理  事 山 下  克 之 学識経験者

理  事 徳 永  隆 康 福岡県養鶏協会 会 長

理  事 平 嶋 勝 博 福岡県畜産事業協同組合 代表理事理事長

理  事 大 熊 茂 成 福岡県農業共済組合 副組合長理事

理  事 長谷川 敏 一般社団法人福岡県牛乳協会 会長理事

理  事 山 内 智 雄 一般社団法人福岡県配合飼料価格安定基金協会 理事長

理  事 安 河 内 豊 粕屋農業協同組合 代表理事組合長

理  事 深 町  琴 一 筑前あさくら農業協同組合 代表理事組合長

理  事 平 田 浩 則 みい農業協同組合 代表理事組合長

理  事 田 中 秀 信 田川農業協同組合 代表理事組合長

理  事 浦 塚  一 郎 福岡市農林水産局総務農林部 総務農林部長

理  事 若 杉 信 嘉 八女市建設経済部 建設経済部長
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